
－ 8 － － 9 －

新潟大学高等教育研究　第２巻，2015

［論文］
[論文， 資料･報告， 展望･総説] 

 

新潟大学高等教育研究 X, 201X 

1 

授業リフレクションによる教職課程カリキュラムの改善† 

後藤康志*・宮薗衛*2・澤邉潤*・生田孝至*3 

新潟大学教育・学生支援機構*・新潟大学教育学部*

2・岐阜女子大学大学院*

3 

本研究は，学習者中心の問題解決的な授業を目指す教師の育成を指向した教職課程カリキュ
ラムにおいて，教職課程担当教員集団が学生のもつ授業に対する意識を把握し，教職課程カリ
キュラムの修正・改善に資する情報を得る手法としての授業リフレクションを提案する。ここ
でいう授業リフレクションは，学生が教育実習で実施した 1単位時間の授業に関して授業のね
らいや主な授業展開，学習活動，教材・メディアについて記述し，他者との対話を通して自ら
の授業の特徴を省察するものである。123 名の授業リフレクションデータの分析の結果，学生
が実施した授業の内容の省察は，それぞれの教科の授業の特徴について一定程度反映しており，
教職科目と教科教育法，教育実習における学習内容のギャップもある程度顕在化できることが
示唆された。 
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1. はじめに 

 

平成24年8月にまとめられた「教職生活全体を通じた
教員の資質能力の総合的な向上方策について」では，
これからの教員に求められる資質能力として教職に対
する責任感，探求力，教職生活全体を通じて自主的に
学び続ける力（使命感や責任感，教育的愛情），専門職
としての高度な知識・技能（教科及び教職に関する高
度な専門的知識，実践的指導力など），総合的な人間力
（豊かな人間性，社会性，コミュニケーション力，連
携・協働できる力）を挙げる（中央教育審議会2012）。
教員の生涯発達を養成，採用，研修とみたとき，養成
段階の使命は即現場で活躍できる実践的力量とともに
“学び続ける教師”としての確かな基盤を築くことに
あると考えられる。 

“学び続ける教師”には具体的に何が期待されてい
るのであろうか。新潟市はその求める教師像の一つに
「授業力」，「人間力」，「組織マネジメント力」を挙げ
ている（新潟市2013）。養成段階で特に求められる力量
として「授業力」について考えてみる。教育振興基本
計画(2013)では確かな学力を身につけるための教育内
容・方法の充実が基本政策の第1に取り上げ，加えて，
基本的な考え方として「子どもたちに基礎的・基本的
な知識・技能と思考力・判断力・表現力等，主体的に
学習に取り組む態度などの確かな学力を身に付けさせ

るため，教育内容・方法の一層の充実を図る」こと，
更に「その際，特に，自ら課題を発見し解決する力，
他者と協働するためのコミュニケーション能力，物事
を多様な観点から論理的に考察する力などの育成を重
視する」ことを挙げている。全国学力・学習状況調査
の結果からも，高い学力をもつ子供は多様な考え方を
持つ友達と意見を討論したり，問題を解決する場面で
の学習を好んだり，発言の機会を多く与えられている
と感じていることが示唆されている（新潟県教育庁
2013）。学習者が課題をもち，解決方法を考え，他との
関わりの中で解決し，他の場面で適用していく，その
ような授業ができる教師が求められている。 

こうした学習者中心の問題解決的な授業を求める実
践は初等教育では比較的多く行われているが，中等教
育と進むに従って困難となり，一斉指導中心の学習形
態とならざるを得ない面もあると考えられる。 

新潟大学では計画養成（教育学部・大学院教育学研
究科における幼，小，中，高，中等教育学校、特別支
援及び養護教諭の教員養成）と開放性による教員養成
（自然科学系及び人文社会系における中，高，中等教
育学校の教員養成及び養護の教員養成）を行っている。
後者においては，学生が取得可能な免許は中等教育が
主であり、総合大学の利点を生かして専門分野に対す
る深い学識を培うとともに、それを活かした問題解決
的な学習を展開できる教員となることが期待できる。 
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